
川越市地域自立支援協議会 会議録 

会議の名称 令和８年度 川越市地域自立支援協議会 第１回全体会 

開催年月日 令和８年５月２２日（金） １５時００分～１６時００分 

開催場所 川越市民サービスステーション会議室 

出席者（委員） 

氏名（人数） 

高橋 幸裕  座長    原  恭子  委員 
金本 徳夫  委員    溝井 啓子  委員 
原田 健汰  委員    八木 大介  委員 
阿部 浩一  委員    内山 智裕  委員 
佐藤 遼平  委員    種子 幸奈  委員     
木村 智美  委員    佐藤 八重子 委員 
水見 哲也  委員    湯宮  薫  委員 

恩田 尚美  委員    野沢 桂子  委員 
                      （計１６人） 

欠席者（委員）

氏名（人数） 

小林 幸司  委員    堀口 剛   委員 
樫村 千寛  委員    中根 祐紀  委員 

             （計４人） 

出席者(関係者) 

相談支援事業所 ヨハク  戸田 竜也 
相談支援事業所 ヨハク  山内 智史 
相談支援事業所 さぷり  佐藤 美幸 
障害者総合相談支援センター 
水沼 友美  茂木 将史  新津 重隆  島野 直哉 
宮田 一久  高橋 広明 

事務局職員 

職 氏名 

障害者福祉課計画担当      副主幹 渡邊 慎一 
主 査 田中 頼子 

                主 任 小野寺 渚 
障害者総合相談支援センター   所 長 萩原 昌義 

         副主幹 石曽根 成広 
         主 査 下山 修司 

会
議
次
第 

１ 開会 
２ 委員の変更について 
３ 委員及び関係者紹介 
４ 議題 
（1） 個別部会の構成及び活動方針について 
(2) オブザーバーの参加について 
５ その他 
６ 閉会 

配布資料 

・令和８年度川越市地域自立支援協議会 第１回全体会 次第 
・資料１ 令和８年度川越市地域自立支援協議会委員名簿（変更 

委員確認名簿） 
・資料２ 川越市地域自立支援協議会 委員名簿_専門部会別名簿 
・資料３ 令和８年度協議概要（各部会） 
・資料３_参考 日中サービス支援型共同生活援助事業所 評価 

方法の検討 
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議事内容 

発言者 議題・発言内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

  

本会議の開催に当たり４名の傍聴希望があった。 

傍聴について出席委員全員の了承により認められる。 

 

１ 開会 

 

２ 委員の変更について（資料１） 

 令和８年度より４名の委員が変更となった。 

 ・佐藤 遼平 委員 ← 高梨 雅子 氏 

・堀口 剛  委員 ← 神田 純徳 氏 

・八木 大介 委員 ← 髙𣘺 裕次 氏 

・恩田 尚美 委員 ← 岩間 亜希 氏 

 

３ 委員及び関係者紹介（資料２） 

 令和８年度初めての開催となることから、委員及び関係者が

自己紹介を行う。 

 

 高橋座長により以降の議事を進行する。 

 

４ 議題 

（1） 個別部会の構成及び活動方針について 

（資料３、資料３_参考） 

資料３及び資料３_参考に基づき説明。 

 

 

■仕事・活動部会 

［補足説明］ 

・令和８年４月 24日に開催された市内就労移行事業所を中心と

した有志による「川越市就労支援部会」へ川越市障害者総合相談

支援センター職員が参加した。参加の主旨として、仕事活動部会

との連携強化及び開催予定の令和８年度川越市就労支援情報交

換会への協力を依頼した。 

 

 意見等なし 
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議事内容 

発言者 議題・発言内容 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

■まちづくり部会 

［補足説明］ 

・相談支援事業等の実績等については、確定値を求めているとこ

ろであるため、確定次第、適宜、部会にて報告させていただく。 

・虐待事案の検証については、より適切な検証の実施に当たり、

柔軟な部会運営の協力を依頼させていただく予定としている。 

・昨年度同様に、地域課題に関する協議を実施することの必要性

から、相談支援連絡会の実施状況についても報告させていただ

く。なお、令和８年度の相談支援連絡会の実施状況については、

５月は虐待防止を実施し、６月は意思決定支援の実践について、

７月はサービス等利用計画の点検についてを行う予定であり、課

題別研修へ積極的に取り組んでいる状況である。 

・日中サービス支援型共同生活援助の評価について、資料３参考

に基づき、障害者福祉課計画担当職員より説明。 

 

意見等なし。 

 

 

■こども部会 

［補足説明］ 

・昨年度に引き続き、療育支援課及び計画担当の参画を予定して

いる。また、令和８年度中に医療的ケア児の支援に係るガイドブ

ックの作成及び配布等を進めることとしている。 

・医療的ケア児に関連する協議については、庁内又は地域の関係

者と情報共有の場を設けるなどの連携を進めているところであ

る。連携の状況等については部会にて報告し、共有させていただ

く。 

・障害児福祉サービス事業所との連携について、令和８年７月８

日に川越市児童発達支援センター主催の川越市児童発達支援事

業所連絡会が開催されるとのことで、川越市障害者総合相談支援

センター職員の出席を予定している。また、放課後等デイサービ

ス連絡協議会への参加については、昨年度の協議のとおり、療育

支援課との調整により開催日程を確認し、適宜参加していくこと

としている。 

 

 意見等なし 
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議事内容 

発言者 議題・発言内容 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

関係者 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

関係者 

 

 

■地域移行部会 

［補足説明］ 

・「（仮称）地域移行ガイドブック」の作成については、ワーキ

ンググループを適宜開催し、内容の精査を図っていくこととして

いる。なお、直近では令和８年５月 25日に今年度初のワーキン

ググループの開催を予定している。開催報告については第１回部

会で共有し、ガイドブックの具体的な内容等について協議するこ

ととしている。 

・障害福祉サービス事業所等を対象とした研修又は事例検討に

ついては、市内の障害福祉サービス全事業所全職員に対して「精

神疾患のある方の支援に関する研修に係るアンケート」を令和８

年３月下旬から同年４月上旬にかけて実施した。200名を超える

方々に回答いただき、多くの御意見をいただいたところである。

結果については第１回部会で共有し、研修等の具体的な内容につ

いて協議することとしている。 

 

 意見等なし 

 

 

■全体を通しての意見 

「にも包括」は広範なテーマを扱うものであるから、地域移行

部会内で「にも包括に関する協議」を行うとなると議論が拡散し

てしまう懸念があることを、令和６年度及び令和７年度の自立支

援協議会において意見として述べてきた。このことに対する市と

しての回答をいただいていない。先ほど述べた懸念自体がないの

であれば「ない」と回答していただくなど、市からの正式な回答

や意見を伺いたい。 

 

 「にも包括」については、事務局の機能として障害者福祉課計

画担当、保健所保健予防課、障害者総合相談支援センターが参画

して進めているところである。いただいた意見については今後も

地域移行部会等において検討していきたいと考えている。 

 

 以前より検討するとの回答をいただいている。 

 地域移行部会は年数回の開催で限られた時間の中で協議をし
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議事内容 

発言者 議題・発言内容 

 

 

 

 

 

 

 

関係者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

   

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

ていかなければならない。地域移行という言葉自体は少しずつ周

知されてきたが、現場における地域移行支援の中身の理解や詳細

な制度の理解などは十分ではないため、その点を中心に地域移行

部会で協議に取り組んでいくべきだと思う。 

 にも包括については、にも包括として独立して構築していくこ

とが大切である。 

 

川越市全体の地域課題を整理し、優先順位をつけて、各部会で

どの課題を取り扱うのかについて、部会長と相談支援連絡会の主

任相談員とで全体の議論の整理ができたら良いと考える。 

また、専門性の向上や支援力の向上などについては、複数の部

会に関わる課題である。そのため、部会の数も限られる中で、あ

る程度課題を絞ったほうが、議論が深まるのではないかとも考え

る。 

さらに、相談支援体制を協議する場であるまちづくり部会にお

いてセルフプランの解消についての課題が明確に提示されてい

ないことが気にかかる。川越市内の障害児者ともにセルフプラン

率は高く、近隣自治体と比較しても川越市のセルフプラン率は高

くなっている。このことから、相談支援専門員の質の向上の課題

は重要であるが、そもそも計画相談支援を利用したくても利用で

きない方がいるという課題のほうが優先順位が高いのではない

か。 

 

相談支援連絡会で挙がった地域課題については、協議会や相

談支援連絡会運営会議などにおいて整理していくことができる

よう、より良い形を目指していきたい。また、セルフプラン率

が高いことについては、従前より顕在化していることであり、

今後も様々な面から検討していく必要があると考えている。 

 

 

（2） オブザーバーの参加について 

 資料３で説明した各部会の推進に当たり、今年度も適宜オブ

ザーバーの参加を求めていくこととしたい。 

例として、仕事活動部会においては川越市就労支援部会参加事

業者、まちづくり部会においては川越市障害者虐待防止センター

職員、こども部会においては放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ連絡協議会参加事
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議事内容 

発言者 議題・発言内容 

 

 

 

 

委員 

 

 

座長 

 

 

 

 

 

 

関係者 

 

 

 

 

 

業者、地域移行部会においては市内精神科病院相談員などを想定

しているため、事前にご承知おきいだきたい。 

 

意見等なし 

 

それでは、事務局におかれましては、各部会の協議の活性化

に当たり、オブザーバーの参加について、適宜調整をお願いい

たします。 

 

 

５ その他 

 別添「ヨハクフォーラム２０２６」について周知。 

 

 

６ 閉会 

閉会後、各部会に分かれて第１回の部会の日程を調整し、次の

とおりとなる。会場については川越市民サービスステーション会

議室とする。 

 

・仕事活動部会 ：令和８年７月 13日（月）15時 00分から 

・まちづくり部会：令和８年８月 ３日（月）15時 00分から 

・地域移行部会 ：令和８年８月 ７日（金）10時 00分から 

・こども部会  ：令和８年８月 10日（月）15時 00分から 

 

 

以上 


